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文章はやや翻訳調日本語で書かれており、この本の西洋歴史文学的な性格を強めている。し
かし、この本は歴史的背景の描写によって読者の注意を思ったより散逸させることなく読ませ
るようにまとめられている。植物学に興味をもっ人だけでなく、一般の多くの人々にも一読を
すすめたい。 (1自然J1979年9月号、 105頁、中央公論社)
山田晃弘、畑中信一訳「ヘス植物生理学」共立出版、 19800
「ヘス植物生理学」は従来の植物生理学教科書と際立って異なった特徴をもっている口すな
わち、生体高分子、 1次および2次代謝産物などに多くのページが割かれており、全般に分子生
物学的色彩の強い内容であるのは、その初版が 1970年であったことによるのであろう。したが
って、植物生理学教科書と，思って読むとやや戸惑うかもしれないが、一般の教科書であまりと
り上げない生化学的な内容は、これを利用する学生諸氏には非常に有用であろう。序文にもあ
るように、分子生物学的事実を基礎として高等植物の物質代謝および発生生理学への手引きを
試みた、という著者の意図どおりである。
本書は第2章の光合成を除き、前半第 1章から第 10章までは核酸、炭水化物、生体酸化、脂
肪、テルペノイド、フェノール、アミノ酸、アルカロイド、ポルフイリンとほとんど分子生物
学および生化学的な内容で占められている。また、第 12章の分裂生長および第 13章の調節も
植物ホルモンおよび外部因子の部分を除くと、核酸レベルで複製、遺伝子の活性、および調節
が論じられている。ただし、これら分子生物学的知見は微生物で得られたものを基本にしては
いるものの、高等植物の例をつとめてとり入れている。
いわゆる植物生理学らしい内容は第 14章以後に、極性と不等細胞分裂、伸長生長、種子と果
実の形成、発芽、通道系、花芽形成、の順に概説されている。しかし、この後半部に費やされ
ているページ数は 80で、分子生物学、生化学的な前半部分の 240ページにくらべると著しくコ
ンパクトにまとめられている。ただし、第 13章調節では、内部因子による調節とホルモンによ
る調節を細胞内調節として並列している点には議論の余地があろう。ホルモンは細胞内のみな
らず、本来は環境要因(本書では外部因子)のエフェクターともいえるものであるから、内部、
外部に続く別の扱いをすればわかりやすかったと思う。また、細胞内調節もまた外部因子の作
用を受けるという、植物特有の調節機構についても十分な指摘がなされるべきであったと考え
られる。これらはもちろん原著の問題であり、かつ著者によって考えの分かれる基本的な部分
でもある。
日本語訳は全体として自然な文章になっており、読みやすい。訳者らの努力に敬意を表した
い。欲をいうなら、著者が序文でふれている NultschやStrasburgerの教科書について、訳者
序文、あるいは巻末参考文献のところででも、幾分かの説明を加えておいてもらえればよかっ
た。それにより本書の読者には著者の意図がよりよくうなづけたであろう。 (1生物科学ニュー
スJ1980年 12月号、 119頁)
西沢一俊、吉村寿次「炭水化物」朝倉書庖、 19800
本書はなんらかの形で糖を扱っている若い研究者、学生諸君に大変役に立つ解説書である。
